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町内会に関する補助金

町内会に関する町からの補助金をご案内します。ご活用ください。

- 町内会では新規加入を歓迎しています。町内会に加入して身の回りの生活環境を良くしませんか ? -

補助金名

町内会運営補助金 年度末３月現在の戸数

町内会館建設

既設建物を取得

新設

修理

消防器具購入費の 1割

防災資機材の整備

（1）消火器材

（2）救助機材

（3）救護機材

（4）投光器・発電機など

町内会館の増築・維持補修

町内会館用駐車場整備

広報配布戸数×1,300円 配布戸数のわかる書類 振興課

振興課

住民課

総務課

総務課

総務課

-

-

-

-

町内会館建設等補助

ごみ収集ステーション

設置に係る補助金

防犯灯設置補助金

消防器具備付補助金

自主防災組織

育成事業補助金

適用内容 補助限度額 提出書類 制限事項 申請窓口

・単位町内会館建築費：

最高限度額800万円以

内の2分の1補助

・2町内会以上町内会館建

設費：最高限度額1,600万

円以内の2分の1補助　

・建設等承認申請書

・建設、改修、増築維持補修計画

書(設計書、資金計画等)

・設置場所や箇所の地図・写真

・取得契約書

・補助金交付申請書

・工事着手届

・しゅん工認定申請書および既設

　建物取得領収書（写）

・請求書等

・領収証（写）

・完成写真

同一町内会館に

おいて、補助金

の交付の日から

起算して3年間を

経過するまでは、

再度補助金交付

申請をすること

ができない。

・事業承認申請書

・組織図・見積書

・実績報告書

・収支決算書・領収書（写）

・設置場所の位置図・写真

・交付請求書

・交付申請書・見積書

・交付請求書・売上げ証明書

・領収書（写）

・交付申請書・見積書

・設置場所地図

・交付請求書

・領収書（写）

・補助金等交付申請書　　

(1)利用対象者名簿

(2)設置に係る位置図および平面図

(3)土地利用同意書の写し等

(4)仕様が確認できる書類

(5)新設に係る費用が確認でき

る書類(見積書の写し等)

(6)町長が必要と認める書類

・補助事業等実績報告書

(1)領収書（写）

(2)設置状況写真

・請求書

町内会が所有または確

保した場所。ごみ収集

車が安全に運行でき、

かつ、収集が容易な場

所。

消防用ホース・消防用ホース

格納庫・管鎗・消火栓キー

・単位町内会：限度額400

万円以内の2分の1補助

・2町内会以上既設建物取

得改修最高限度額：800

万円以内の2分の1補助

ごみ収集ステーションの新

設・改築費用の2分の1以

内、1ヶ所25,000円を限度

(設置に係る工事費用含）

※消費税および地方消費

税並びに土地の取得また

は賃貸に関する費用並び

に配送料は除く。

事業費（５万円に当該自主

防災組織に属する世帯に

1,000円を乗じて得た額を

加えた額を限度とする）の

5分の4以内。（千円未満は

切り捨て）

交付回数に

制限あり

新設：３万円を限度　　　

修理：１万円を限度　　　

（千円未満切捨て）

限度額は20万円以上200

万円以内の2分の1補助

・設置場所

1ヶ所5戸以上

・利用世帯
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南
紀
熊
野
ジ
オ
パ
ー
ク
推
進

協
議
会
で
は
、
当
ジ
オ
パ
ー
ク

の
主
要
部
分
を
占
め
る
吉
野
熊

野
国
立
公
園
と
連
携
し
、
地
域

関
係
者
の
理
解
・
協
力
を
い
た

だ
き
な
が
ら
活
動
し
て
い
ま
す
。

　
こ
の
度
、
南
紀
熊
野
ジ
オ
パ

ー
ク
推
進
協
議
会
と
環
境
省
近

畿
地
方
環
境
事
務
所
の
共
催

で
、
南
紀
熊
野
の
未
来
を
と
も

に
考
え
る
こ
と
を
目
的
と
し
て

「
ジ
オ
パ
ー
ク
フ
ェ
ス
タ
」
を

開
催
し
ま
す
。

時 

①
2
月
24
日
㊏

　 

　
　
13
時
30
分
～
15
時

②
3
月
3
日
㊐
10
時
～
15
時

場 

①
南
紀
熊
野
ジ
オ
パ
ー
ク
セ

ン
タ
ー
（
和
歌
山
県
東
牟
婁
郡

串
本
町
潮
岬
２
８
３
８
―
３
）

②
和
歌
山
県
立
潮
岬
青
少
年
の

家
（
東
牟
婁
郡
串
本
町
６
６
９
）

費 
①
，
②
と
も
に
無
料

内 
①
講
演
会
「
今
改
め
て
、
南

紀
熊
野
ジ
オ
パ
ー
ク
の
魅
力

は
！
」

②
ブ
ー
ス
出
展

各
種
活
動
発
表
・
展
示
、
地
元

に
根
ざ
し
た
地
場
産
品
な
ど
の

物
産
展

申 

講
演
会
の
み

２
月
19
日
ま
で
に
要
申

込問 

串
本
町
潮
岬
２
８

３
８
‐
３

南
紀
熊
野
ジ
オ
パ
ー
ク

推
進
協
議
会
（
和
歌

山
県
立
南
紀
熊
野
ジ
オ

パ
ー
ク
セ
ン
タ
ー
内
）

☎
０
７
３
５
‐
６
７
‐

７
１
０
０

　
相
続
登
記
が
さ
れ
て
い
な
い

た
め
、
登
記
簿
を
見
て
も
所
有

者
が
わ
か
ら
な
い
「
所
有
者
不

明
土
地
」
が
全
国
で
増
加
し
、

社
会
問
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
た
め
、
４
月
１
日
か
ら

相
続
登
記
の
申
請
が
義
務
化
さ

れ
ま
す
。

　
同
日
以
降
、
相
続
人
は
、
不

動
産
を
相
続
で
取
得
し
た
こ
と

を
知
っ
た
日
か
ら
３
年
以
内
に
、

相
続
登
記
を
す
る
必
要
が
あ
る

ほ
か
、
遺
産
分
割
の
話
合
い
で

不
動
産
を
取
得
し
た
と
き
も
、
別

途
、
遺
産
分
割
か
ら
３
年
以
内
に

登
記
を
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　
な
お
、
令
和
６
年
４
月
１
日

よ
り
前
に
発
生
し
た
相
続
も
、
相

続
登
記
が
さ
れ
て
い
な
い
も
の

は
、
義
務
化
の
対
象
と
な
り
ま
す

（
３
年
間
の
猶
予
期
間
が
あ
り
ま

す
。）
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　
く
わ
し
く
は
法
務
省
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
ご
覧
い
た
だ
く
か
、

法
務
局
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

制
度
の
特
徴

・
掛
金
は
、
税
法
上
に
つ
い
て
、

法
人
で
は
損
金
、
個
人
企
業
で

は
必
要
経
費
と
な
り
ま
す
。

・
掛
金
の
一
部
を
国
が
免
除
し

ま
す
。

・
雇
用
事
業
主
が
変
わ
っ
て
も

退
職
金
は
企
業
間
を
通
算
し
て

計
算
さ
れ
ま
す
。

事
業
主
の
皆
様
へ

・
共
済
証
紙
は
労
働
日
数
に
応

じ
て
適
正
に
貼
付
し
て
く
だ
さ

い
。

・
共
済
手
帳
を
所
持
し
て
い
る

従
事
者
が
、
林
業
界
を
引
退
す

る
と
き
は
、
忘
れ
ず
に
退
職
金

を
請
求
す
る
よ
う
指
導
し
て
く

だ
さ
い
。

問 

和
歌
山
地
方
法
務
局
田
辺
支
局

☎
０
７
３
９
（
２
２
）
０
６
９
８

不
動
産
登
記
推
進
イ
メ
ー
ジ

キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
「
ト
ウ
キ
ツ
ネ
」

労
働
者
の
皆
様
へ

・
事
業
所
を
変
わ
る
と
き
は
共

済
手
帳
を
忘
れ
ず
に
受
け
取
り

ま
し
ょ
う
。

　
林
業
界
を
引
退
す
る
と
き
は
、

忘
れ
ず
に
退
職
金
を
請
求
し
ま

し
ょ
う
。

・
以
前
、
林
業
の
仕
事
を
さ
れ
、

林
退
共
制
度
に
加
入
し
て
い
た

方
で
、
退
職
金
請
求
手
続
き
を

し
た
お
心
当
た
り
の
な
い
方

は
、
退
職
金
を
受
け
取
っ
て
い

な
い
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

　
く
わ
し
く
は
左
記
ま
で
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問 

独
立
行
政
法
人
　
勤
労
者
退

職
金
共
済
機
構
　
林
業
退
職
金

共
済
事
業
本
部
　
東
京
都
豊
島

区
東
池
袋
１
‐
24
‐
１

☎
０
３
‐
６
７
３
１
‐
２
８
８
９

林
業
退
職
金
共
済
制
度
（
林
退
共
）
の
ご
案
内

写真は、ジオサイトの 1 つ富田川の潜水橋

　
林
退
共
は
昭
和
57
年
に
発
足
し
た
林
業
界
で
働
く
方
の
た
め
に
国

が
作
っ
た
退
職
金
制
度
で
す
。

　
こ
の
制
度
は
、
事
業
主
の
方
々
が
、
従
事
者
の
働
い
た
日
数
に
応
じ

て
掛
金
と
な
る
共
済
証
紙
を
共
済
手
帳
に
貼
り
、
そ
の
従
事
者
が
林

業
界
を
や
め
た
と
き
に
林
退
共
か
ら
退
職
金
を
支
払
う
と
い
う
、
林

業
界
全
体
の
退
職
金
制
度
で
す
。

第
11
回
　
南
紀
熊
野
ジ
オ
パ
ー
ク
フ
ェ
ス
タ

-

開
催
ご
案
内 -

４
月
１
日
か
ら

相
続
登
記 

義
務
化 

開
始
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物
価
高
騰
に
よ
る
負
担
増
を

踏
ま
え
、
特
に
家
計
へ
の
影
響

が
大
き
い
低
所
得
世
帯
（
住
民

税
非
課
税
世
帯
等
）
へ
の
支
援

を
行
う
た
め
、
１
世
帯
当
た
り

７
万
円
の
現
金
給
付
を
実
施
し

て
い
ま
す
。

　
基
準
日
（
令
和
５
年
12
月
１

日
）
に
お
い
て
世
帯
全
員
の
住

民
税
が
非
課
税
で
あ
る
世
帯
に

は
、「
確
認
書
」
を
送
付
し
て

い
ま
す
の
で
、
お
早
め
に
返
送

を
お
願
い
し
ま
す
。

※
た
だ
し
、
世
帯
全
員
が
住
民

税
課
税
者
か
ら
扶
養
さ
れ
て
い

る
場
合
は
対
象
外
と
な
り
ま
す
。

○放送大学は、2024 年 4 月入学生を募

集しています。

○幅広い世代の 8 万 5 千人以上の学生

が、大学卒業や学びの楽しみなど、

様々な目的で学んでいます。

○心理学・福祉・経済・歴史・文学・情報・

自然科学など、300 以上の授業科目

があり、テレビやインターネットで 1

科目から学ぶことができます。

○資料を無料で差し上げています。お

気軽に「放送大学和歌山学習センター

　（☎ 073-431-0360）」までご請求ください。

○出願期間は、第 1 回が 2024 年 2 月

29 日まで、

第 2 回が 3

月 12 日ま

で。

放送大学　- 入学生募集 -

相
① 

福
祉
課
　
福
祉
班
　

（
⑤
番
窓
口
）

　
平
日
㊊
～
㊎

８
時
30
分
～
17
時
15
分

☎ 
３
４
‐
２
３
７
３

 su
p
p
o
rt-seik

a
tsu

@
to

w
n
.

k
am

ito
n
d
a.lg

.jp

相
② 

ひ
な
た
の
森

　
平
日
㊊
～
㊎
　
９
時
～
18
時

☎ 

３
３
‐
７
８
５
０

場 

田
辺
市
高
雄
１
丁
目
３
番
27

号内 

居
場
所
の
提
供
・
個
別
相
談

等

　
ま
た
、
令
和
5
年
1
月
1
日

時
点
で
他
市
町
村
に
住
民
登
録

が
あ
っ
た
場
合
は
、
申
請
書
の

提
出
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

内 

転
倒
予
防
に
つ
な
が
る
柔

軟
性
を
高
め
る
ス
ト
レ
ッ
チ
や

ボ
ー
ル
、
タ
オ
ル
を
使
っ
て
の

運
動
。
指
導
に
は
、
上
富
田
ス

ポ
ー
ツ
サ
ロ
ン
の
ト
レ
ー
ナ
ー

に
も
協
力
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

時 

２
月
８
日
㊍13

時
30
分
～
15
時

場 

町
役
場
内
　
相
談
室
小

対 

町
内
在
住
で
、
ひ
き
こ
も
り

状
態
に
あ
る
本
人
お
よ
び
家
族

申 

直
接
お
越
し
い
た
だ
い
て
も

け
っ
こ
う
で
す
が
電
話
で
の
事

前
予
約
を
お
願
い
し
ま
す
。

対 

上
富
田
町
住
民
の
お
お
む
ね

65
歳
以
上
の
方

場 

①
南
紀
の
台
町
内
会
館

②
朝
来
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

③
上
富
田
福
祉
セ
ン
タ
ー

④
野
田
会
館
⑤
生
馬
高
齢
者
憩
の
家

⑥
岩
田
高
齢
者
憩
の
家

⑦
岡
創
作
館
⑧
市
ノ
瀬
高
齢
者

憩
の
家
⑨
市
ノ
瀬
農
村
環
境
改

善
セ
ン
タ
ー
⑩
下
鮎
川
児
童
館

　
会
場
に
よ
り
、
曜
日
や
時
間

帯
が
異
な
り
ま
す
。
興
味
の
あ

る
方
、
見
学
や
参
加
を
ご
希
望

の
方
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

問 

長
寿
課
　
地
域
包
括
支
援
セ

ン
タ
ー(

⑨
番
窓
口)

☎
４
７
‐
０
５
５
０

　 

上
富
田
町
社
会
福
祉
協
議
会

☎
４
７
‐
４
７
５
７

（
て
ん
と
う
む
し
教
室
は
、
地
域

包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
か
ら
社
会

福
祉
協
議
会
に
委
託
し
実
施
し

て
い
ま
す
）

◆
申
請
期
限 

２
月
29
日
ま
で

※
申
請
期
限
が
迫
っ
て
い
ま
す
。

期
限
を
過
ぎ
る
と
給
付
を
受

け
ら
れ
ま
せ
ん
の
で
、
ご
注

意
く
だ
さ
い
。

問 

福
祉
課
福
祉
班
（
⑤
番
窓
口
）

☎
３
４
‐
２
３
７
３

-
申
請
期
限
が
迫
っ
て
い
ま
す-

物
価
高
騰
対
応
重
点
支
援 

低
所
得
世
帯
支
援
枠
に
関
す
る
給
付
金

介
護
予
防
事
業
「（
通
称
）
て
ん
と
う
む
し
教
室
」 

ご
紹
介

ひ
き
こ
も
り
支
援
　
出
張
相
談 

開
催
の
お
知
ら
せ

上
富
田
町
の
令
和
４
年
度
に
お
け
る
介
護
保
険
新
規
認
定
申
請
者
の

申
請
理
由
は
「
骨
・
関
節
疾
患
（
骨
折
含
む
）」
が
最
も
多
く
、
全
体

の
４
分
の
１
を
占
め
て
い
ま
し
た
。
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
で
は

介
護
予
防
事
業
と
し
て
、
町
内
10
箇
所
で
月
2
回
程
度
「
て
ん
と
う

む
し
教
室
（
転
倒
骨
折
予
防
教
室
）」
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
教
室
に

参
加
し
、
み
ん
な
と
一
緒
に
運
動
を
続
け
ま
せ
ん
か
。

　
上
富
田
町
で
は
、
ひ
き
こ
も
り
支
援
事
業
を
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
ハ
ー
ト
ツ

リ
ー
「
ひ
な
た
の
森
」
に
委
託
し
、
共
同
で
対
応
し
て
い
ま
す
。

　
出
張
相
談
で
は
、
ひ
き
こ
も
り
相
談
と
同
時
に
、
南
紀
若
者
サ
ポ
ー

ト
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
に
よ
る
就
職
氷
河
期
世
代
（
40
歳
代
）
の
方
を
対
象

と
し
た
就
職
相
談
も
実
施
し
ま
す
。

　
こ
の
機
会
に
一
度
お
話
だ
け
で
も
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

てんとうむし教室の様子
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手
当
の
支
給
を
受
け
て
い
な

い
方
（
児
童
扶
養
手
当
に
係

る
支
給
制
限
限
度
額
を
下
回

る
方
に
限
る
）

②
食
費
等
の
物
価
高
騰
の
影
響

を
受
け
て
家
計
が
急
変
す
る

な
ど
、
収
入
が
児
童
扶
養
手

当
支
給
の
対
象
と
な
る
水
準

に
下
が
っ
た
方

支
給
額 

　
児
童
１
人
あ
た
り
５
万
円

申
請
期
限
　
２
月
29
日
㊍

住
民
税
非
課
税
世
帯

　
　
生
活
支
援
特
別
給
付
金

申
請
対
象
者

①
令
和
５
年
４
月
か
ら
令
和
６

年
３
月
ま
で
の
い
ず
れ
か
の

月
の
分
の
児
童
手
当
ま
た
は

特
別
児
童
扶
養
手
当
の
支
給

認
定
を
受
け
た
方
（
令
和
５

年
４
月
以
降
出
生
の
新
生
児

を
含
む
）
で
、
令
和
５
年
度

分
の
住
民
税
が
非
課
税
の
世

帯
の
方

② 

①
の
ほ
か
、
食
費
等
の
物
価

高
騰
の
影
響
を
受
け
て
家
計

が
急
変
し
、
収
入
が
住
民
税

非
課
税
相
当
と
な
る
水
準
に

下
が
っ
た
方

支
給
額 

　
児
童
１
人
あ
た
り
５
万
円

申
請
期
限
　

　
令
和
６
年
２
月
29
日
㊍

留
意
事
項
　

　
す
で
に
ひ
と
り
親
世
帯
分
の

給
付
金
を
受
け
取
っ
て
い
る
場

合
は
、
そ
の
児
童
分

は
対
象
外
と
な
り
ま

す
。

問 

福
祉
課 

子
育
て
支
援
班

（
④
番
窓
口
）

☎
３
４
‐
２
３
７
３

　
申
請
不
要
で
給
付
を
受
け
ら

れ
る
方
に
は
す
で
に
支
給
し
て

い
ま
す
が
、
ま
だ
給
付
を
受
け

て
い
な
い
方
で
申
請
が
必
要
な

方
は
、
期
限
ま
で
に
お
手
続
き

を
お
願
い
し
ま
す
。

ひ
と
り
親
世
帯

　
　
生
活
支
援
特
別
給
付
金

申
請
対
象
者 

①
公
的
年
金
給
付
等
（
遺
族
年

金
、
障
害
年
金
等
）
を
受
給

し
て
い
る
こ
と
に
よ
り
、
令

和
５
年
３
月
分
の
児
童
扶
養

　
マ
イ
ナ
ポ
ー
タ
ル
か
ら
オ
ン

ラ
イ
ン
で
転
出
届
を
提
出
で
き

ま
す
。
電
子
証
明
書
が
有
効
な

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
所
有

し
、
日
本
国
内
で
の
引
越
し
を

す
る
方
が
対
象
で
す
。

　
転
出
届
を
済
ま
せ
た
後
は
、

別
途
、
引
越
し
先
の
市
区
町
村

の
窓
口
で
、
転
入
届
等
の
手
続

き
が
必
要
で
す
。

　
く
わ
し
く
は
、
マ
イ
ナ
ポ
ー

タ
ル
「
引
越
し
手
続
き
に
つ
い

て
」
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

　
食
費
等
の
物
価
高
騰
に
直
面
し
、
影
響
を
特
に
受
け
る
低
所
得
の
ひ
と

り
親
世
帯
お
よ
び
住
民
税
非
課
税
の
子
育
て
世
帯
の
生
活
を
支
援
す
る
た

め
に
、
次
の
支
給
対
象
者
に
生
活
支
援
特
別
給
付
金
を
支
給
し
て
い
ま
す
。

低
所
得
の
子
育
て
世
帯
に
対
す
る

　
子
育
て
世
帯
生
活
支
援
特
別
給
付
金

　
　
― 
申
請
は
お
済
み
で
す
か
？ 

―
※住所異動の手続きや住民票・戸籍等の発行は行

えません。

※手続きに必要なものは事前にお問い合わせくだ

さい。

問 住民課 住民・環境班 ( ①番窓口 ) ☎ 47–0550

マイナンバーカード　夜間窓口
時 2 月 8 日㊍・22 日㊍  19 時まで

場 役場特設窓口（正面玄関を入ってすぐ）
内 マイナンバーカードの申請・受け取り
　  電子証明書の発行・更新
　  暗証番号の変更 など

オ
ン
ラ
イ
ン
で
転
出
届
を
提
出
で
き
ま
す
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麻
し
ん
風
し
ん
混
合
ワ
ク
チ

ン
（
Ｍ
Ｒ
）
Ⅱ
期
の
予
防
接
種

は
済
ま
せ
ま
し
た
か
？

　
定
期
予
防
接
種
の
期
限
が

迫
っ
て
い
ま
す
。
自
分
を
守
る

た
め
、
そ
し
て
周
囲
に
う
つ
さ

な
い
た
め
に
も
、
ま
だ
接
種
で

き
て
い
な
い
方
は
、
早
め
に
接

種
し
ま
し
ょ
う
。

〆 

３
月
31
日

麻
し
ん

（
は
し
か
）
と
は
？

　
麻
し
ん
ウ
イ
ル
ス
の
空
気
感

染
に
よ
っ
て
起
こ
り
ま
す
。
非

常
に
感
染
力
が
強
く
、
免
疫
の

な
い
人
が
感
染
を
受
け
る
と
ほ

ぼ
１
０
０
％
発
病
す
る
と
い
わ

れ
て
い
ま
す
。
重
症
化
す
る
と

肺
炎
や
脳
炎
を
引
き
起
し
、
命

が
危
険
に
さ
ら
さ
れ
る
こ
と
も

あ
り
ま
す
。

風
し
ん
と
は
？

　
飛
沫
感
染
に
よ
る
急
性
ウ
イ

ル
ス
性
発
疹
症
で
す
。
発
疹
、

発
熱
な
ど
の
症
状
は
比
較
的
軽

い
病
気
で
す
が
、
妊
娠
初
期
に

妊
婦
が
感
染
す
る
と
胎
児
に
ま

で
感
染
し
、
先
天
性
異
常
を
お

こ
す
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

平
成
29
年
４
月
２
日
～
平
成

30
年
４
月
１
日
生
ま
れ
の
方
へ

保
健
セ
ン
タ
ー

行
事
予
定
の
お
知
ら
せ

　２月１６日～３月１５日

行事名 日　　程 場　　所 対　　象

４か月健診
３月１３日㊌

上富田町
保健センター

令和５年１１月生まれの方

１０か月健診 令和５年４月生まれの方

育児相談（２か月）
３月１４日㊍

令和６年１月生まれの方

育児相談（１歳） 令和５年２月生まれの方

２歳児相談 ３月６日㊌ 令和３年９月・１０月生まれの方

　　　　　　

　1月15日、「わくわく健康イベント」を開催いたしました。歩行解析では、普段あまり意識してい

ない歩き方の癖に驚く方や、思わず笑ってしまう方と様々でした。太鼓の達人で遊ぶコーナーで

も、譜面通りに太鼓を叩けず笑いが起きたり、上手に叩けて拍手が起こるなどおおいに盛り上が

りました。

わくわく　健康イベント開催！！

イベント参加者の声（参加後アンケートの一部）
・どのコーナーも楽しかったし、自分の健康状態が知れて良かったです。

・今日のイベントを楽しみにしていました。結果をみて安心しました。

・ダンスを含め良かった。歩行・体組成など分析があり、とても参考になり、

今後の運動に役立ちました。

・リズム感はないほうだが、太鼓の達人はまあまあうまくでき楽しかった。

取り入れてくれて良かったです。
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地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
は

介
護
・
福
祉
の
総
合
相
談
窓
口

と
し
て
、
高
齢
者
の
皆
さ
ん
や

そ
の
ご
家
族
な
ど
の
さ
ま
ざ
ま

な
相
談
に
応
じ
て
い
ま
す
。
電

話
や
窓
口
の
ほ
か
、
自
宅
へ
も

訪
問
し
ま
す
。
費
用
は
掛
か
り

ま
せ
ん
。
お
気
軽
に
ご
相
談
く

だ
さ
い
。

　
認
知
症
の
方
ま
た
は
物
忘
れ

が
気
に
な
る
な
ど
認
知
症
が
疑

わ
れ
る
方
と
そ
の
ご
家
族
や
関

係
者
を
対
象
に
、
専
門
職
（
認

知
症
看
護
認
定
看
護
師
と
地
域

包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
職
員
）
に

よ
る
物
忘
れ
相
談
会
を
開
催
し

ま
す
。

　
認
知
症
が
疑
わ
れ
る
場
合
の
専

門
医
等
へ
の
受
診
の
助
言
や
対
応

方
法
等
適
切
な
ケ
ア
に
つ
い
て
の

ア
ド
バ
イ
ス
や
苦
慮
し
て
い
る
症

状
へ
の
対
応
方
法
な
ど
、
専
門
職

が
相
談
に
応
じ
ま
す
。

　
相
談
は
１
ケ
ー
ス
に
つ
き

45
分
間
と
な
り
ま
す
。

時 

２
月
20
日
㊋

　
　 

13
時
30
分
～
15
時

場 

保
健
セ
ン
タ
ー
　
２
階

申 

電
話
や
窓
口
に
て
事
前
に
お

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

今
月
の
ひ
ょ
う
た
ん
カ
フ
ェ

　
ひ
ょ
う
た
ん
カ
フ
ェ
は
認
知

症
や
介
護
に
つ
い
て
気
軽
に
相

談
や
お
話
し
が
で
き
る
集
い
の

場
で
す
。
お
茶
を
飲
み
な
が
ら

お
話
し
ま
せ
ん
か
？

時 

２
月
15
日
㊍

　
　
　 

14
時
～
15
時
30
分
　

場 

保
健
セ
ン
タ
ー
２
階

問 

長
寿
課

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

（
⑨
番
窓
口
）

☎
４
７
‐
０
５
５
０（
代
）

　　　　　　

保健センター

保健センター

保健センター

保健センター

保健センター

保健センター

保健センター

保健センター

保健センター

保健センター

保健センター

4月12日㊎

4月13日㊏

4月14日㊐

4月15日㊊

5月10日㊎

5月11日㊏

5月12日㊐

9月26日㊍

9月27日㊎

10月26日㊏

10月27日㊐

10月28日㊊

　集団健診での受診を希望される方は、２月上旬にご自宅に送付している、「集団健(検)

診申込書」に○をして、保健センターへ提出または右のQRよりお申し込みください。

　３０歳代で上富田町国保に加入されている方は、令和５年度より集団健診で特定健診

を受けられるようになっています。

令和６年度　集団健診の申し込みが始まります！

特定 肝炎 胃
（バリウム）

大腸 肺 子宮 乳実　施　日 場　　　　所

パブリックヘルスリサーチセンター

和歌山診療所(元市ノ瀬診療所)

けんぽ

けんぽ

２月16日㊎

QR

※○：実施　／：実施せず　※けんぽ：全国健康保険協会(協会けんぽ)の被扶養者(ご家族)のみ対象

※申し込み多数の場合、随時受付を終了する場合がありますのでご了承ください。

〆
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住み慣れた地域で

暮らし続けるお手伝い

地域包括支援
センター

も
の
忘
れ
相
談
会

　　　　
開
催
の
お
知
ら
せ
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新
春
１
月
３
日
、
上
富
田
文

化
会
館
に
お
き
ま
し
て
二
十
歳

を
祝
う
式
典
が
行
わ
れ
、
華
や

か
な
雰
囲
気
の
中
、
１
１
７
名

が
新
た
な
門
出
に
出
席
さ
れ
ま

し
た
。

　
式
典
で
は
、
３
名
の
代
表
者

が
「
二
十
歳
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
」

と
「
謝
辞
」
を
発
表
し
ま
し
た
。

　
二
十
歳
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

垣
内
　
茉
裕

　
本
日
、
こ
の
生
ま
れ
育
っ
た

上
富
田
町
で
無
事
に
「
二
十
歳

を
祝
う
式
典
」
を
迎
え
る
こ
と

が
で
き
た
こ
と
を
大
変
嬉
し
く

思
い
ま
す
。

　「
二
十
歳
を
祝
う
式
典
」
を

楽
し
み
に
思
う
と
同
時
に
こ
の

20
年
間
を
振
り
返
る
と
、
長
い

よ
う
な
短
い
よ
う
な
、
優
し
い

よ
う
な
甘
酸
っ
ぱ
い
よ
う
な
、

い
ろ
い
ろ
な
感
情
が
た
く
さ
ん

湧
い
て
き
ま
し
た
。
寝
坊
し
た

時
に
急
い
で
車
で
送
っ
て
く
れ

た
近
所
の
お
ば
ち
ゃ
ん
、
私
の

悩
み
を
私
と
同
じ
目
線
で
考
え

て
下
さ
っ
た
先
生
方
、
私
の
し

た
い
こ
と
を
否
定
せ
ず
、
静
か

に
応
援
し
て
く
れ
た
家
族
、
笑

い
合
い
時
に
は
喧
嘩
し
、
文
句

を
言
い
な
が
ら
も
助
け
て
く
れ

た
友
達
、
た
く
さ
ん
の
愛
情
を

も
ら
い
、
ま
た
い
ろ
ん
な
出
会

い
の
お
か
げ
で
こ
こ
ま
で
成
長

す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
去
年
８
月
に
奥
田
誠
町
長
と

お
話
を
す
る
機
会
を
い
た
だ
き

ま
し
た
。
と
て
も
親
身
に
話
を

聞
い
て
く
だ
さ
り
、
ま
た
イ
ベ

ン
ト
開
催
や
住
宅
の
こ
と
な
ど

幅
広
く
力
を
入
れ
て
い
る
こ
と

な
ど
を
伺
い
ま
し
た
。
奥
田
誠

町
長
は
じ
め
、
こ
こ
上
富
田
町

に
住
ん
で
い
る
方
々
が
と
て
も

温
か
く
、
本
当
に
愛
が
溢
れ
た

町
だ
と
心
か
ら
感
じ
ま
し
た
。

　
私
は
現
在
大
阪
で
フ
ォ
ト
グ

ラ
フ
ァ
ー
を
目
指
し
て
専
門
学

校
に
通
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

卒
業
後
は
も
っ
と
深
く
写
真

に
つ
い
て
勉
強
す
る
た
め
に
東

京
に
上
京
し
ま
す
。
高
校
卒
業

後
か
ら
た
く
さ
ん
の
こ
と
を
経

験
し
、
い
ろ
い
ろ
な
人
と
出
会

い
ま
し
た
。
好
き
な
こ
と
を
仕

事
に
す
る
こ
と
は
と
て
も
難
し

く
、「
好
き
じ
ゃ
な
い
こ
と
も

し
な
い
と
い
け
な
い
」
と
い
う

仕
事
に
対
す
る
覚
悟
を
学
ん
だ

２
年
間
で
し
た
。
物
事
に
は
す

べ
て
に
意
味
と
理
由
が
あ
り
ま

す
。
人
に
与
え
ら
れ
た
も
の
に

も
意
味
と
理
由
が
あ
り
ま
す
。

私
は
こ
の
20
年
間
で
培
っ
て
き

た
こ
と
を
糧
に
、
こ
れ
か
ら
も
、

影
響
力
の
あ
る
人
間
に
な
れ
る

よ
う
頑
張
っ
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

　
今
の
私
は
小
さ
い
頃
か
ら
成

長
し
て
い
ま
す
か
？
自
分
に
問

い
か
け
て
答
え
が
出
た
時
が
成

長
を
感
じ
る
時
だ
と
思
い
ま

す
。
そ
れ
で
は
感
謝
の
気
持
ち

い
っ
ぱ
い
い
っ
ぱ
い
で
挨
拶
を

終
了
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　
二
十
歳
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
　

宮
坂
　
碧

　
本
日
、
無
事
に
「
二
十
歳
を

祝
う
式
典
」
を
迎
え
ら
れ
た
こ

と
を
大
変
嬉
し
く
思
い
ま
す
。

そ
し
て
、
共
に
学
ん
だ
友
人

た
ち
、
温
か
く
見
守
っ
て
く
だ

さ
っ
た
先
生
や
地
域
の
方
々
、

私
の
選
択
を
常
に
尊
重
し
、
こ

こ
ま
で
育
て
て
く
れ
た
家
族
に

感
謝
の
気
持
ち
で
い
っ
ぱ
い
で

す
。
こ
の
場
を
借
り
て
感
謝
を

申
し
上
げ
ま
す
。
上
富
田
町

と
い
う
自
然
豊
か
な
町
で
伸
び

伸
び
と
育
ち
、
多
く
の
方
々
に

支
え
ら
れ
な
が
ら
、
気
づ
け
ば

二
十
歳
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。

　
私
は
高
校
生
の
時
に
フ
ィ
ー

ル
ド
ホ
ッ
ケ
ー
と
い
う
ス
ポ
ー

ツ
に
出
会
い
、
熱
心
な
コ
ー
チ

と
努
力
家
で
あ
る
仲
間
と
共
に

全
国
大
会
に
出
場
し
ま
し
た
。

そ
の
時
、
新
聞
や
テ
レ
ビ
と

い
っ
た
メ
デ
ィ
ア
か
ら
の
取
材

を
何
度
か
受
け
、「
言
葉
で
伝

え
る
こ
と
が
楽
し
い
」
と
思
い

ま
し
た
。
そ
し
て
、
メ
デ
ィ
ア

の
影
響
力
を
肌
で
感
じ
た
こ
と

か
ら
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
を
目
指
す

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　
現
在
は
、
大
学
の
社
会
学
部

に
通
い
、
主
に
メ
デ
ィ
ア
に
つ

い
て
学
ん
で
い
ま
す
。
ま
た
、

英
語
力
を
つ
け
、
異
文
化
理

解
に
努
め
る
た
め
、
イ
ギ
リ
ス

の
オ
ッ
ク
ス
フ
ォ
ー
ド
大
学
に

留
学
し
た
り
、
ア
ナ
ウ
ン
ス
の

基
礎
を
一
か
ら
学
ぶ
た
め
に
ア

ナ
ウ
ン
ス
ス
ク
ー
ル
に
通
う
な

ど
、
夢
の
実
現
に
向
け
、
励
ん

で
い
ま
す
。

　
近
年
、N

etfl
ix

な
ど
の
動
画

配
信
サ
ー
ビ
ス
が
急
成
長
し
、

テ
レ
ビ
局
は
「
テ
レ
ビ
離
れ
」

の
危
機
に
直
面
し
て
お
り
、
今

ま
さ
に
過
渡
期
を
迎
え
て
い
ま

す
。
過
渡
期
と
は
、「
今
あ
る

状
態
か
ら
新
し
い
状
態
に
変
化

し
て
い
く
時
期
」
の
こ
と
で
す
。

私
自
身
も
、
二
十
歳
と
い
う
一

つ
の
節
目
を
迎
え
、
人
生
の
過

渡
期
に
あ
る
と
考
え
て
い
ま

す
。
人
は
分
岐
点
に
立
た
さ
れ

た
時
、
つ
い
安
全
な
道
を
選
ん

で
し
ま
い
が
ち
で
す
。
し
か
し
、

そ
れ
で
は
何
も
得
る
こ
と
は
で

き
ま
せ
ん
。
テ
レ
ビ
局
が
新
た

な
一
歩
を
踏
み
出
そ
う
と
し
て

い
る
よ
う
に
、
私
も
少
し
の
リ

ス
ク
を
冒
し
て
で
も
チ
ャ
レ
ン

ジ
を
し
て
、
自
分
が
後
悔
を
し

な
い
選
択
を
し
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

　
最
後
に
、
ま
だ
ま
だ
一
人
前

の
大
人
に
は
程
遠
い
で
す
が
、

自
分
の
言
動
に
責
任
を
持
ち
、

自
分
自
身
に
挑
み
続
け
、
社
会

に
貢
献
で
き
る
大
人
に
な
り
た

い
で
す
。

　
謝
辞

　
　
　
長
田
　
空

　
本
日
は
こ
の
よ
う
に
盛
大
な

式
典
を
挙
行
し
、
私
た
ち
の
門

出
を
お
祝
い
下
さ
い
ま
し
て
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
出
席

者
を
代
表
し
て
お
礼
申
し
上
げ

ま
す
。
ま
た
、
町
長
を
は
じ
め

来
賓
の
皆
様
か
ら
は
、
温
か
い

お
祝
い
と
激
励
の
お
言
葉
を
頂

き
、
二
十
歳
を
迎
え
た
喜
び
を

噛
み
し
め
る
と
同
時
に
、
今
後

の
責
任
の
重
大
さ
を
実
感
し
て

い
ま
す
。

　
こ
の
20
年
間
、
私
達
は
多
く

の
人
に
支
え
ら
れ
な
が
ら
成
長

す
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。
時

に
は
ぶ
つ
か
り
な
が
ら
も
共
に

歩
ん
で
き
た
仲
間
た
ち
、
我
が

祝
　
二
十
歳
を
祝
う
式
典

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
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子
の
よ
う
に
ご
指
導
下
さ
い
ま

し
た
先
生
方
、
い
つ
も
近
く
で

見
守
っ
て
下
さ
っ
た
地
域
の

方
々
、
そ
し
て
何
よ
り
、
沢
山

の
愛
情
を
そ
そ
い
で
く
れ
た
家

族
に
感
謝
の
気
持
ち
で
い
っ
ぱ

い
で
す
。

　
私
は
現
在
、
大
阪
の
短
期
大

学
に
通
っ
て
い
ま
す
。
上
富
田

町
は
ど
れ
だ
け
素
晴
ら
し
い
町

だ
っ
た
の
か
を
、
離
れ
て
か
ら

実
感
致
し
ま
し
た
。
人
が
温
か

く
、
自
然
が
豊
か
な
こ
の
上
富

田
町
で
生
ま
れ
育
つ
こ
と
が
出

来
た
こ
と
を
、
誇
り
に
思
い
ま

す
。
短
期
大
学
で
は
、
歯
科
衛

生
士
を
目
指
し
日
々
励
ん
で
い

ま
す
。
実
習
で
は
先
生
か
ら
の

厳
し
い
指
導
を
受
け
、
何
度

も
心
が
折
れ
そ
う
に
な
り
ま
す

が
、｢

継
続
は
力
な
り｣

、
こ
の

言
葉
を
胸
に
、
目
標
に
向
か
っ

て
頑
張
っ
て
い
ま
す
。
将
来
は

医
療
従
事
者
と
し
て
、
微
力
な

が
ら
も
社
会
に
貢
献
出
来
れ
ば

と
考
え
て
い
ま
す
。

　
私
た
ち
は
既
に
成
人
を
迎

え
、
そ
し
て
今
日

｢

二
十
歳｣

と
い
う
大
き
な
節
目
を
迎
え
ま

し
た
が
、
社
会
人
と
し
て
は
ま

だ
ま
だ
未
熟
で
す
。
学
生
と
し

て
勉
強
中
の
人
、
就
職
を
し
て

仕
事
に
奮
闘
し
て
い
る
人
、
ま

だ
将
来
の
夢
を
迷
っ
て
い
る
人

な
ど
様
々
で
す
。
置
か
れ
て
い

る
状
況
は
違
い
ま
す
が
、
そ
れ

ぞ
れ
が
自
身
の
目
標
に
向
け
て

一
歩
一
歩
歩
み
続
け
て
い
る
最

中
で
す
。

　
昨
今
で
は
、
人
工
知
能
の
発

達
や
コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
に
よ

り
、
人
と
人
と
の
繋
が
り
が

減
っ
て
き
て
い
る
よ
う
に
思
い

ま
す
。
し
か
し
な
が
ら
、｢

合

縁
奇
縁｣

と
い
う
言
葉
が
あ
る

よ
う
に
、
意
外
な
繋
が
り
や
出

会
い
が
、
人
生
の
中
で
新
し
い

価
値
観
、
視
点
を
も
た
ら
す
こ

と
も
あ
る
の
で
す
。
人
と
の
繋

が
り
を
大
切
に
し
、
誰
か
の
支

え
と
な
る
社
会
人
に
な
れ
る
よ

う
、
日
々
精
進
し
て
参
り
ま
す
。

今
後
と
も
、
皆
様
方
の
ご
指
導

ご
鞭
撻
の
ほ
ど
、
よ
ろ
し
く
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

　
二
十
歳
を
祝
う
式
典
開
催
に

向
け
て
、
ご
尽
力
く
だ
さ
っ
た

関
係
者
並
び
に
上
富
田
中
学
校

の
生
徒
の
皆
様
に
感
謝
し
、
簡

単
で
は
ご
ざ
い
ま
す
が
謝
辞
と

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

◆開 催 日　令和２年２月１６日（日）
◆場　　　　所　市ノ瀬公民館
◆参加対象者　市ノ瀬・下鮎川地区に在住する方
　　　　　　および市ノ瀬公民館サークル等

　青少年育成町民会議主催による新春子ども議会が１月１８日、町議場で開催されました。

　この事業は、子どもたちに少しでも町の概要や行政に関心をもってもらおうと始められたもので

２２回目を迎えました。町内５小学校の６年生７人が議員に、議長は朝来小学校の日向里紅さんが

務めました。

　町の本議会と同様の形態で行われた当議会では、安心・安全なまちづくりや観光、産業振興、環

境問題、SNSの活用などについて質問や提案が出されました。各議員の質問に対し担当職員が答弁

を行いました。

　また、今回初の試みとして、子ども議会の模様を各小学校にリアルタイムでオンライン配信し、

議場にいる代表の子どもたちだけでなく６年生全員に議会を知ってもらうことができました。

今回参加された小学生議員は次の皆さんです。（順不同、敬称略）

日向　里紅、漆原　夢依、酒田　悠生（朝来小）

田尻　結愛（生馬小）　山本　侑哉（岩田小）

森　菜那（岡小）　白石　穂果（市ノ瀬小）

新春子ども議会開催される新春子ども議会開催される
上富田町青少年育成町民会議



図書館からのお知らせ

上富田町立図書館 ☎ ４７-１７９０問

今月のベストテン

◎２月３日㊏、４日㊐は紀州口熊野マラソ
ン開催のため臨時休館となります。

◎２月１０日㊏～２９日㊍は、年に一度の蔵
書点検です。その間、図書館は休館にな

ります。３月１日㊎から開館します。
◎１月２７日㊏からは貸出期間が長くなり
ますので、お一人何冊借りていただいて

も結構です。

◎２月、３月の「にこにこおはなし会」はお

休みです。次回は４月１７日㊌です。

1.

2.

　3.

4.

5.

6.

7.

8.

9.

10.

変な家２ ～11の間取り図～　

続　窓ぎわのトットちゃん

人間標本

星を編む　

あなたが誰かを殺した

すべての恋が終わるとしても

    ―140字の恋の話―

あの花が咲く丘で、君とまた出会えたら。

可燃物

思い出の屑籠

科学がつきとめた「運のいい人」　

雨穴　　　　

黒柳　徹子　

湊　かなえ　

凪良　ゆう　

東野　圭吾　

冬野　夜空　

汐見　夏衛  

米澤　穂信　

佐藤　愛子　

中野　信子

飛鳥新社

　　講談社

　　KADOKAWA

　　講談社

　　講談社

スターツ出版

 スターツ出版

　　文藝春秋

　中央公論新社

サンマーク出版

蔵書点検に伴う
休館日のお知らせ

お
ん
が
く
、
た
い
い
く

た
の
し
い
な

お
べ
ん
き
ょ
う　

が
ん
ば
る
よ

と
も
だ
ち　

い
っ
ぱ
い

う
れ
し
い
な

う
ん
ど
う
か
い
、
お
か
小
ま
つ
り

わ
く
わ
く
す
る
よ

学
校　

大
す
き

「
学
校　

大
す
き
」

 　

お
か
小
学
校　

　
　
　

一
年　

大
山　

こ
と
は

ほ
っ
こ
り
と
備
長
炭
の
春
火
桶

キ
ャ
ン
バ
ス
に
向
か
へ
ば
暮
の
早
か
り
し

お
歳
暮
も
ひ
き
ひ
き
に
と
や
淋
し
き
世

白
紙
の
香
反
故
の
も
の
の
香
漱
石
忌

木
村
　
圀
夫

田
浦
　
陽
子

宮
本
　
　
操

松
本
武
千
代

友
の
言
う
「
あ
な
た
の
短
歌
読
ん
で
る
」
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
我
は
知
ら
ね
ど
街
に
住
む
人山

口
さ
と
江

こ
の
落
ち
葉
ハ
ラ
ハ
ラ
落
ち
る
お
札
な
ら

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
夜
通
し
集
め
リ
ッ
チ
な
正
月稗

田
　
満
代

水
仙
の
日
毎
も
た
げ
る
蕾
を
も
時
雨
は
い
た
く
寂
し
く
濡
ら
す稲

田
　
和
代

（
投
稿
歓
迎
）

（
投
稿
歓
迎
）

富
田
川
歌
壇

-9--10-
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公民館からのお知らせ

時

場

生馬公民館

生馬公民館作品展

問教育委員会事務局(生馬公民館担当)　☎47-5930

生馬公民館(㊊・㊌・㊎)　☎47-2881

問教育委員会事務局(岩田公民館担当)　☎47-5930
岩田公民館(㊏・㊐を除く)　☎47-2020

朝来公民館

市ノ瀬公民館

文化財めぐり ～由良町の歴史と文化を訪ねて～

2月10日㊏ 9時～16時
2月11日㊐ 9時～15時
生馬公民館

岩田公民館作品展

時

場

2月17日㊏ 9時～16時
2月18日㊐ 9時～15時
岩田公民館

時

場

費

定

申

問

3月4日㊊　8時30分～16時30分 (予定)
由良町（由良ドック、会津藩士の墓、興国寺、

　　　　　　　戸津井鍾乳洞、白崎海洋公園）

※説明の方が付きます。

1,500円(昼食代・入場料含む。当日集金)

20名(先着順)

市ノ瀬・下鮎川在住の方：2月2日㊎～8日㊍
町内の方：2月9日㊎～21日㊌
いずれも平日、8時30分～16時15分

※電話または直接市ノ瀬公民館にお申し込みください。

市ノ瀬公民館（㊊・㊌・㊎）　☎48-0366

ゲートボール大会　参加者募集

時

場

費

対

申

問

2月26日㊊ 13時30分～15時30分
岩田ふれあい公園

無料

岩田・岡在住の方

2月5日㊊～2月21日㊌
平日、8時30分～16時15分

※電話で岩田公民館にお申し込みください。

岩田公民館（㊏・㊐を除く）　℡４７-２０２０

グラウンド・ゴルフ大会　参加者募集

時

場

費

対

申

問

3月1日㊎ 13時30分～15時30分
岩田ふれあい公園

無料

岩田・岡在住の方

2月5日㊊～2月26日㊊
平日、8時30分～16時15分

※電話で岩田公民館にお申し込みください。

岩田公民館（㊏・㊐を除く）　℡４７-２０２０

古道歩き

時

場

集

費

定

申

問朝来公民館 ☎47-0545

3月17日㊐ 8時～17時　(予定)
発心門王子～熊野本宮大社（約7キロ）

上富田文化会館

1,500円（交通費・保険代等）

※昼食・飲み物は各自お持ちください。

20名（申込多数の場合は抽選となります。

　　　　　朝来・岩崎・南紀の台地区の方を

　　　　　優先させていただきます。）

2月2日㊎～3月2日㊏
（㊍・㊐・㊗を除く9時～16時）
※電話または直接朝来公民館へお申し込みください。

市ノ瀬公民館作品展

時

場

問教育委員会事務局（市ノ瀬公民館担当） ☎47-5930

市ノ瀬公民館（㊊・㊌・㊎） ☎48-0366

2月18日㊐ 9時～16時
市ノ瀬公民館

岩田公民館

朝来公民館作品展・ロビー展

時

場

問教育委員会事務局(朝来公民館担当)　☎47-5930

朝来公民館(㊍・㊐を除く)　☎47-0545

2月10日㊏ 9時～16時
2月11日㊐ 9時～15時
引き続きロビー展を16日㊎ 13時まで開催します。
朝来公民館（朝来コミュニティセンター）

LINEでの申し込みも受け付けております。下

記QRコードから朝来公民館LINEアカウントを

友達追加して申し込みをお願い

します。



　１２月２日、親子フラワーアレンジメント教室「クリス

マスミニボードをつくろう！」を行いました。講師は、田

辺市で花とアロマの店を経営されている、野田博子氏

にお願いしました。

　最初に、土台となる

ボードとヒバの枝、サ

ンタやトナカイなどの

クリスマスオーナメン

ト、いろいろな木の実

やドライフラワー、ミ

ニポンポンなどを選びました。どれも可愛くて、みんな

悩みながら時間をかけて選んでいました。

　準備が整ったらいよいよ制作開始です。まずは木

製ボードにヒバの枝をグルーガンで取り付けていき、

　１２月２４日、第４回親子

教室としてケーキづくりを

行いました。年間５回開催

の親子教室で毎年一番参

加が多い人気の教室で、今

年は４５名の親子が参加し

てくれました。

　前回までは講師の方を

お呼びし、指導をお願いしていましたが、今回初めて講

師なしで、６名の地域ボランティアの皆さんに指導して

いただきました。

　３年ぶりに開催した昨年の教室に参加してくれた人

も多く、皆さん実に手際よく作業を進め、世界に２つと

無い２３個のオリジナルケーキが１時間余りの短時間

　１２月８日、参加者９名で男性のための料理教室を開

催しました。講師は、津葉井真紀先生（管理栄養士・

FCJAフードコーディネーター）です。

　今回は、参加者一人ひとりができるだけたくさんの

調理工程を体験できるよう、各テーブルは２名から３名

で行いました。

　簡単な説明を伺っ

た後、いざ、調理開始

です。参加者の中に

は、主婦も顔負けなほ

ど手際のよい方がお

られる一方、独身の時に炒め物をしたぐらいしか調理

に携わったことがなく、皮むき器や包丁の扱いに四苦

八苦されている方もおられました。

ツリーの土台を作りました。グルーガンは、グルース

ティックという接着剤を高熱で溶かしながら接着する

道具です。扱いが難しいのですが、親子で協力してツ

リー部分を作り上げていきました。

　土台ができたら、あとはそれぞれの感性でオーナメ

ントを飾り付けて仕上げていきます。

　先生の作られた見本もあったのですが、子どもたち

の発想はとても自

由で、大人には思

いもよらない飾り

付けをしていて、そ

れがまた素敵な仕

上がりになってい

ました。

で見事完成しました。

　各作業テーブルでは親子がアイディアを出し合い作

業に取り組んでいました。また、ファミリー間での協力

や教え合いもあり、親睦が深まっていました。

　この日はクリスマスイブ。持ち帰った手作りケーキを

囲んでの家族団らんとなったことでしょう。

　それぞれの熟練度は様々でも、今回も先生の魔法の

ような声かけの下、すべてのグループが足並みをそろえ

て３品の料理を作り上げることができました。

　でき上がったものは、各自持ち帰り自宅で賞味しまし

たが、後日「おい

しかった」、「家

族もおいしいと

言ってくれた」と

の声をいただき

ました。

　今回のメニューは、冬野菜添え油
ユーリン

淋鶏
チー

、ほうれん草

の３食ナムル、チンゲン菜と厚揚げの旨煮でした。レシ

ピは朝来公民館にありますので、興味のある方はお声

がけください。

クリスマスケーキづくり

男性のための料理教室

親子教室  クリスマスミニボードをつくろう！

朝来公民館

朝来公民館

生馬公民館
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　岩田公民館では、多機能型事業所ふくいく様による

ロビー展｢ふくいくアートまつり｣を開催しています。

　多機能型事業所ふくいくは、在宅の心身に重度の障

害のあるすべての年齢層の方を対象に生活の支援や、

楽しく過ごせるように保育・訓練・医療が連携した専

門的な支援を目指している事業所とのことです。

　展示作品の内容と視点についてお尋ねすると「一年

を通して季節に合った作品や創作、自由に描いた作品

です。見ていただきたいポイン

トは、それぞれの表現や色の

選び方、その人らしさを自由に

感じてもらいたいです。」と答

えてくれました。

　今後の作品作りについては

　Daruma CLUBによるアサギマダラフォトコンテス

ト2023が昨年１０月に開催されました。

　コンテストには多くの応募があり、その中から選ば

れた最優秀作品など１１点をロビーに展示していま

す。

　蝶たちの姿を思いのままに撮影した力作をぜひご

覧ください。

時 ２月２９日㊍まで

　　　８時３０分～１７時１５分（平日）

場 上富田文化会館（ロビー）

問 教育委員会事務局　☎ ４７‐５９３０

「日々の日中活動で色々な方法を取り入れ、利用者さ

ん一人ひとりの個性を生かした作品作りに取り組んで

いきたいと思っています。」と話してくれました。

　様々な素晴

らしい作品を

展示している

「ふくいくアー

トまつり」へ多

くの皆様のご

来場をお待ち

しています。

時 ３月２２日㊎まで

　　　８時３０分～１６時（平日）

場 岩田公民館 展示スペース

　　　   ロビー展  「 ふくいくアートまつり」

アサギマダラ フォト作品展

特  

選

【 

小 

学 

校 

】　

な
ら
ん
で
る
と
う
も
ろ
こ
し
の
き
ょ
う
だ
い
だ  

　

朝
来
小
学
校 

一
年
　
　
　
た
か
ぎ
し
　
さ
ら

パ
ラ
セ
ー
ル
地
き
ゅ
う
は
丸
い
夏
の
海

　
　
市
ノ
瀬
小
学
校 

二
年
　
　
中
松
　
ふ
ろ
り
あ

テ
ナ
ガ
エ
ビ
あ
ぶ
ら
の
な
か
で
お
ど
っ
て
る

　
　
朝
来
小
学
校 

三
年
　
　
　
上
野
　
と
も
ひ
ろ

か
た
つ
む
り
の
ろ
の
ろ
あ
る
く
や
ど
せ
お
い

　
　
岡
小
学
校 

四
年
　
　
　
　
松
　

場
　
　
梛
　

泰

長
い
梅
雨
雲
の
す
き
間
に
胸
お
ど
る

　
　  

朝
来
小
学
校 

五
年
　
　
　
伊
　

賀
　
　
雄
　

清

転
が
す
と
成
長
す
る
よ
雪
だ
る
ま

　
　
岩
田
小
学
校 

六
年
　
　
シ
ン
ド
ラ
ー
琉
気
海

【 

中 

学 

校 

】

か
か
し
見
て
首
を
か
し
げ
る
か
ら
す
か
な

    

上
富
田
中
学
校 

一
年
　
　
須
　

本
　
　
光
　

咲

か
ま
き
り
が
え
も
の
を
見
つ
め
忍
び
寄
る

    

上
富
田
中
学
校 

二
年
　
　
吉
　

田
　
　
悠
　

将

つ
ば
め
飛
ぶ
風
も
追
い
越
し
彼
方
へ
と

    

上
富
田
中
学
校 

三
年
　
　
酒
　

井
　
　

さ
く
ら

令
和
五
年
度

第
四
十
五
回 

上
富
田
町
俳
句
大
会

　
入
賞
作
品
を
順
次
紹
介
し
て
ま
い
り
ま
す
。

岩田公民館
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※
受
験
資
格
、
合
同
説
明
会
等

詳
細
に
つ
い
て
は
下
記
に
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
本
町
で
は
、
自
衛
隊
法
の
定

め
に
よ
り
防
衛
大
臣
か
ら
の
資

料
提
供
依
頼
に
応
じ
て
、
令
和

４
年
度
よ
り
自
衛
官
お
よ
び
自

衛
官
候
補
生
の
募
集
の
た
め
に

必
要
な
対
象
者
情
報
（
住
所
、

氏
名
、
生
年
月
日
、
性
別
）
に

つ
い
て
紙
媒
体
で
提
供
し
て
い

ま
す
。

　
自
衛
隊
に
自
己
の
個
人
情
報

の
提
供
を
望
ま
な
い
方
へ
の
配

慮
と
し
て
、
情
報
の
提
供
を
し

て
ほ
し
く
な
い
旨
の
意
思
表
示

を
行
っ
た
方
に
つ
い
て
は
、
ご

本
人
ま
た
は
保
護
者
様
等
か
ら

除
外
申
請
の
手
続
き
を
し
て
い

問 

自
衛
隊
和
歌
山
地
方
協
力
本
部

田
辺
地
域
事
務
所

☎ 

２
４
‐
６
２
１
９

た
だ
く
こ
と
に
よ
り
、
自
衛
隊

へ
提
供
す
る
紙
媒
体
の
名
簿
か

ら
除
外
い
た
し
ま
す
。

　
令
和
６
年
度
の
対
象
の
方
は
、

町
内
在
住
の
日
本
人
で
平
成
18

年
４
月
２
日
～
平
成
19
年
４
月

１
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
方
で
す
。

　
除
外
申
請
の
受
付
は
、
３
月

29
日
㊎
ま
で
と
な
っ
て
い
ま
す
。

く
わ
し
く
は
、
町
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。

問 

総
務
課

自
衛
官
等
募
集
事
務
担
当

☎
４
７
‐
０
５
５
０

募集種目 受付期間 試験日 等 試験会場 等

自衛官候補生
（２月試験）

２月２１日㊌まで

WEB 試験（学科）　
２月２５日㊐～２８日㊌

自宅等
※ネット環境が良好な場所

面接・身体検査 ３月２日㊏ 和歌山地方協力本部庁舎

採用説明
実施日の前日
１８時まで

２月５日㊊～２１日㊌
13:00 ～18:00　※土日除く

田辺地域事務所

公務員合同説明会
会　場

和歌山県 JA ビル
内容：全体説明、個別説明
対象者：公務員希望者

参加機関：自衛隊、和歌山
県警察、和歌山県庁　等

自
衛
官
候
補
生
　
募
集
案
内
・
採
用
説
明

自
衛
官
等
募
集
事
務
に
係
る

対
象
者
情
報
提
供
の
除
外
申
請

-14- -13-
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※
　
注
意
点
　
※

①
風
が
強
い
日
は
、
燃

や
さ
な
い

②
焼
却
中
は
、
絶
対
に

そ
の
場
を
離
れ
な
い

③
す
ぐ
に
消
せ
る
よ

う
、
消
火
器
具
の
準

備
を
す
る

④
少
量
ず
つ
燃
や
す

⑤
終
了
時
は
、
水
を
か
け

て
完
全
に
消
火
す
る

お
誕
生

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

お
く
や
み

申
し
上
げ
ま
す

上
富
田
町
届
出
（
12
月
分
）

◆
税
目
　
　

　
固
定
資
産
税
（
第
４
期
）

　
国
民
健
康
保
険
税
（
第
８
期
）

◆
納
期
限
　

　
２
月
29
日
㊍

※
納
期
を
過
ぎ
て
も
納
付
が
確

認
で
き
な
か
っ
た
と
き
は
、

督
促
手
数
料
お
よ
び
延
滞
金

が
か
か
る
場
合
が
あ
り
ま

す
。
納
税
は
お
早
め
に
。

問 

税
務
課
　
収
納
班
（
⑥
番
窓
口
）

　
　
☎
３
４
‐
２
３
７
１

ご
結
婚

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

（
和
紀
・
沙
織
）

岩

田

廣ひ
ろ

野の

　
莉り
と士

岡
朝

来

岩

田

生

馬

朝

来

朝

来

朝

来

市
ノ
瀬

朝

来

岩

田

朝

来

生

馬

岩

田

岩

田

岩

田

射
場
　
二
郎

森
岡
　
潔
惠

野
見
　
紘
二

松
本
　
安
子

道
浦
　
榮
子

上
野
　
　
榮

水
本
　
國
男

田
上
　
當
子

細
木

美
子

露
口
　
　
寛

木
村
　
　
繁

田
畑
　
　
豐

稲
田
　
太
門

吉
田
　
　
榮

衞
藤
　
　
孝

87
歳

85
歳

81
歳

93
歳

74
歳

88
歳

80
歳

92
歳

83
歳

72
歳

76
歳

87
歳

73
歳

86
歳

82
歳

前月比
総 数 15,716 人 −8

男 性 7,517 人 −4

女 性 8,199 人 −4

世帯数 7,528 世帯 −2

上富田町の人口と世帯数
令和5年 12月末現在

今
月
の
納
税

　
令
和
４
年
中
、
上
富
田
町
を

含
む
田
辺
市
消
防
本
部
管
内
で

は
、
火
入
れ
、
た
き
火
ま
た
は

農
業
に
伴
う
焼
却
行
為
か
ら
火

災
に
発
展
し
た
と
考
え
ら
れ
る

事
案
が
、
火
災
全
体
の
23
％
を

占
め
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
田
辺
市
消
防
本
部
管

内
で
は
、
平
成
28
年
か
ら
令
和

４
年
ま
で
、
７
年
連
続
で
「
た

き
火
」
が
出
火
原
因
の
１
位
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　
家
庭
内
の
ゴ
ミ
や
産
業
廃
棄

物
な
ど
の
焼
却
行
為
は
、
禁
止

さ
れ
て
い
ま
す
。

　
焼
却
行
為
の
禁
止
の
例
外
の

一
つ
に
、
農
業
等
を
営
む
た
め

に
や
む
を
得
な
い
軽
微
な
焼
却

（
例

：

梅
の
剪
定
枝
の
焼
却
）

な
ど
が
あ
り
ま
す
。

※
例
外
で
認
め
ら
れ
て
い
る
行

為
で
も
、
時
間
帯
、
風
向
き
、

煙
の
発
生
量
を
抑
え
る
な
ど

の
配
慮
が
必
要
で
す
。

　
例
外
で
認
め
ら
れ
て
い
る
焼

却
を
行
う
場
合
は
、
事
前
に
、

消
防
署
へ
「
火
災
と
紛
ら
わ
し

い
煙
や
火
炎
を
発
す
る
お
そ
れ

の
あ
る
行
為
」
の
届
出
が
必
要

で
す
。
消
防
署
に
届
出
を
行
う

理
由
は
、
火
災
と
間
違
わ
な
い

よ
う
に
知
ら
せ
る
た
め
で
す
。

焼
却
行
為
を
許
可
す
る
も
の
で

は
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、
ご
注
意

く
だ
さ
い
。

　
職
業
に
つ
い
て
相
談
し
た
い

方
、
雇
用
保
険
受
給
中
の
方
は
、

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

時 

２
月
15
日
㊍

　
　 

13
時
30
分
～
15
時
30
分

場 

大
谷
総
合
セ
ン
タ
ー
相
談
室

問 

西
牟
婁
振
興
局

企
画
産
業
課

☎ 

２
６
‐
７
９
４
７

　「
生
活
の
こ
と
」「
仕
事
の
こ

と
」
に
つ
い
て
、
お
悩
み
の
方
、

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

時 

２
月
20
日
㊋

　
　 

13
時
30
分
～
15
時
30
分

場 

大
谷
総
合
セ
ン
タ
ー
相
談
室

問 

西
牟
婁
振
興
局

総
務
健
康
安
全
課

☎ 

２
６
‐
７
９
３
１

巡
回
職
業
相
談
会
を
開
催
し
ま
す

生
活
相
談
会
を
開
催
し
ま
す

た
き
火
か
ら
の
火
災
に
注
意

焼
却
行
為
は
、

　
　

い
い
の
？
ダ
メ
な
の
？

焼
却
行
為
を
す
る
際
は
、

消
防
署
に
届
け
出
て
く
だ
さ
い

※
緊
急
時
（
火
事
・
救
急
）
は
、

　
局
番
な
し
の
１
１
９
番
へ

　
お
問
い
合
わ
せ
は
、

問 

田
辺
消
防
署
上
富
田
分
署

　
☎
４
７
‐
０
１
１
９
番

稲
垣
　
　
亮

長
野
　
真
子

南
紀
の
台

南
紀
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町民税・県民税の申告、所得税の確定申告

◇役場税務課による申告相談受付会場

◇町民税・県民税の申告に必要な書類は下記のとおりです。

◇予約システムの導入について

受付は、２月１６日㊎から３月１５日㊎まで

岩田公民館

大谷総合センター

市ノ瀬農村環境改善センター

①マイナンバーカードもしくは通知カードと運転免許証、公的医療保険の被保険者証などの本人確認書類

②収入を証明できるもの（源泉徴収票や収支内訳書）

③各種控除証明書

④領収書（医療費控除や寄付金控除を追加する場合）や医療費通知書

⑤身体障害者手帳等（障害者控除を追加する場合）

⑥申告されるご本人名義の通帳または振込口座のわかるもの（所得税の還付が見込まれる場合）

⑦代理申告される場合、委任状と代理で申告される方の本人確認書類も必要です。

待ち時間の短縮や効率的な受付を目的として、Webによる予約システムを導入しています。

スマホやパソコンから希望日時（２月２０日～３月１５日の平日）を選択し予約する方法です。

２月１３日から運用開始します。なお、電話では予約受付できません。
右記QRコードは、町ホームページにも掲載しています。（※２月１６日、１９日は予約不可。）

紙で確定申告書を提出予定の方へ（ご協力お願い）

〒661-8525　尼崎市若王子３丁目１１番４６号　大阪国税局業務センター阪神分室

現在、国は確定申告の電子化を推進しています。スマホやインターネットで確定申告が可能ですので一度お試しください。

紙で確定申告書を提出される方は、田辺税務署ではなく、下記の大阪国税局業務センター阪神分室へ郵送してください。

所得税の確定申告書の作成・送信は、国税庁HPからスマホで簡単・便利♪
スマホのカメラで給与所得の源泉徴収票を自動入力できます。（一度お試しください）

・給与所得　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・住宅ローン控除
・雑所得（公的年金等）　 　　　　　　　　　　　　（新規の方もＯＫ！）
・特定口座年間取引報告書　　　　　　　　　　・事業所得
（上場株式等の譲渡・配当所得等）　　　　　・一時所得
・上場株式等の譲渡損失額（前年繰越分）

【対象所得】

役場　２階　中会議室

必

　要

　書

　類

開設場所 開設日 相談受付時間 対象地域

 2月26日㊊

 2月27日㊋

 2月28日㊌
9:00～11:30、

13:00～16:00
2月16日㊎～3月15日㊎

（㊏・㊐・㊗を除く）

町内全域

ご都合のよい
会場へ

お越しください。

← 所得税確定申告書の
　 作成はこちらから！

税務課課税班（⑥番窓口）　☎ 34-2371問

　令和６年１月１日現在、上富田町内に住所を有する人は、令和５年中の所得を申告する必要があります。

　会社等で年末調整が済んでいる場合は、改めて申告する必要はありませんが、修正や各種控除を追加する場

合は、申告が必要となります。

　申告書は、町民税・県民税の課税資料並びに国民健康保険税・介護保険料・後期高齢者医療保険料などの

算出資料、所得証明書等の発行資料となりますので、必要事項を正しく記入し、期限内に提出してください。

　国民健康保険に加入されている世帯主、所得証明書等が必要となる人は、収入がなかった場合でも申告書を

提出してください。

申告相談はできれば役場へお

越しください。（岩田・大谷・

市ノ瀬は職員が少なく待ち時

間が長くなります。）

住宅ローン控除・青色申告・申告分離課税（利子・配当・先物取引・譲渡・山林・退職所得）・相続税・消費税

については、役場で申告相談をお受けできませんので、田辺税務署（事前予約制）にて申告してください。

＊相談受付時間は、混雑状況により早めに受付を終了する場合がありますのでご了承ください。

＊階段の昇り降りが難しい場合、税務課までご連絡ください。

＊諸事情により、上記時間にお越しいただくのが困難な場合は、事前に税務課課税班までご連絡ください。

①～⑦の書類をご持参ください。


